
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

抄 鍛 ●
107

印翩の 鮮 明 な もの な らば 決む て捨 てず に 保存 し置 き、
こ の 目的 に 利用 すべ きで

あ る 。 五 分の 三 三 分 の 二 程 の 縮 小廟 らば タ ’t プ ラ A・… 一 を使 つ
一C・9 ＋ 1＞美

し く出 る
。 其 の 法 、 純 自 の ア ー 1一ぺ ・一一

“ 一 （之 も薪しい 大 きV ・
紙 は 要 らな い

g

轉 居 の 通知 搬、 結 婚の 案 内鴃 な どで 十 分 利 用 し得べ き竜の が あ る ）に 勿論黒色

の ヲ ポ ン を 用 ひ 、
二 度宛 重 ね て 打つ た 字 を切 あ拔 く事 と す る 。

． へ 　圖 の 番 號 は 最 後 に 貼 列 寸け る e 之 は 前 條 の 符號 よ 蝿 大 き く、
且 i多少 太

い 字 に し て遍 別 し易 く、 員 立 つ 方 が よV
， 其 の 位 置 は 概 し て 云 ふ と 、 上 よ b も

下 に 、 左 よ b も右 に 置 くが 望 設 し V
。 そ し て細 く長 く突 き出 な部 分 な どの あ る

圖 で は 、 その 突 出部 の 端 な どに 近 く番 號 を 置か ず に 、 必 ず その 圖 の 重心 1こmev．

所 を選 ぶ 可 きで あ る
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 著 　　　　 一x　 　　　 ぢr　　　　 栄　 　　　 t？

　 M 上 患 び 當 る 事 を 記 し て 見 た の で あ る が 、勿論 樣 々 な異 つ た 場 合 が あ る か ら、

從 つ て倒 外 竜多 々 生 じて 來 る
。 他 に も良 い 工 央 を 持 ち合 さ れ る諸 君 は 幸 ひ に 敏

正 の 勢 を惜 まれ ざ らん 事 を希 望 す る 。　 　 　 　 　 　 　 　 （一九 二 L・・一一：O ・二 ぺ ）

抄 録

　　　　　　　　　　　 二 型精子 と營養 卵の 受精　　　　　　　 ，
　 　 　 　 　 　 f　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 £

　 　 　 AD   LF 　POim 玉A ∬ μ 927 ．　 Dio　 N モhr εierbikltu差9 ・．lu｝
』
ch 　 a しypiミche 　 Sperlnicn 　 be三 ；B’ueeiiiusn

　 　 セ覘 く〜att − ｝〜 L ．　 Zeits〔hy．　Ull・ZL’）｝forg．｛三h ．　nnd 　m …k でo ．　Annl ．1うd 、5，妬
’
Heft．　p．230−243，

　 　 卷 貝 の 二 型精子 の 内異 常型 即 ち蠕 蟲 精 子 が 受 精 能 力 を 有 す るや 否 や と い ふ ご
　 　 　 　 　 　 　

　 と は 久 し く生 物 學界 の 問題 に なつ て ゐ た 。 最 近
『
Ah−KELS （1924 ）は 、翫 畷 ぞ｝〜α に

　 つ き綿密 な る 研 究 を な しそ して それ は 卵 の 受精 に は 瀾輿 しな va 　l と を確 め た
。

　 然 る に 著者 は 疎 CCぎ賜 描 （バ イ の
一

種 ）1こ於 て 蠕 蟲 型精子 が 螢養卵 を 受 精 す る こ

　 とを 發 見 し n 。 此 面 臼 い 事 實 は 懿 ζ HYMAN （1925）が 盈 麟 Zω 宛 で 發 見 し た 乙

　 とで あ る が 本 論 交 に於 て 營養 卵 内 に 浸 入 し疫 蠕 蟲 型精 子 の 運 命 と その 機能 が
一

ら

層 明瞭 に さ れ た
。

　　 卷 員 中前鰓 類 の 卵ee　Lnich］（apsel 内に あ る卵 子 の 5 ち その 極 め て 小 數の 竜の

　 の み が 正 常の 幼蟲 と し て 爽育 し て （3− 5
−
％ 例 外 と して 20％ ） 殘 の 大部 分 の も

　 の は 凡 て 前者 の 發生 申の 營 養 物 とし て 使 用 さ れ る こ とは 從来 知 られ て ゐ た 事實

　 で あ る
。 著 者 は Bttce・in・u ？n の 營養 卵 内 に蠕蟲型 精 子 の 浸 入 す る こ とは 未 だ 實際

　 に 觀 察す る こ と は 出 來 なふつ た
。 蓋 し こ れ は 卵 の 受精現象 は 轅 3瞻 角 で 行 は れ

　 且 叉 第
一

成熟 現象 も詞器 瞥 内 で 開始さ れ る に拘 ちず箸 岩 は 卵 嚢 内の 卵 子 に つ き

　 研 究 した た め で あ らう
。 しか し彼 は か 丶 る 卵子 内 で 垂 直 に位 置 す る 正 常の 成熟
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

紡経 像 を 發 見 す る と共 に 植 物 極 で 卵 の 表面 に 近 く周 圍の 卵 黄か ら明 か に直別 さ

れ る部 分 帥 ち Ovale 　Pl段smazone を觀 察 し た
。 而 し て そ の 部 分 は 正 常の 受 精 現 ．

象 の 際 1こは 精 子 の 卵内に 浸 入 す る個 所 で あ る
。 そ れ で 彼 は こ れ は 蠕 蟲型 精 子 の

營養 卵 内 に浸 入 し た 部 分 で あ る と考 へ て Apyrenes　Feld と
．
命 名 し だ

。 （捗 録者

註 、
HYMANN は Polar　mass と 呼 ん だ 。） 此部 分 が 植 物極 か ら動 物極 に 向つ て 移

動 す る 時 そ の 圈 内 に 多 くの 小 6 な そ し て 中心 體 の な い 星 像 （多 くの 揚 合 3 個 、

稀 に 4 個 又 1
・
2 個 の こ とあ b）が 出 現 す る 。 か く tApyrenes 　Feld が 動 物 極 に

位 置 す る 成 熟紛 錘 像 に 近接 す る や 、 後 者 は 卵表面 に 野 し て 垂 直 の 位 置 か ら水 李

の 位 置 に變 化 し 、 そ の 兩 極 は 次 第 に 不 明 瞭 とな b 且 つ そ れ 自身 は 宛 曲 す る に 至

る
。

こ れ は 前者 が 後者 の 赤避 帶 を索 引 す る た め で あ ら う 。 次 に Apyrenes　Feld

が 成 熟紛 緯 像の 區域 に 到 達 す る や 前者 は 液 體 に充 さ れ た 空 胞 と な b後 者 は 紛 紐

像 が 溶 け そ の 染 色體 は 淌失 され靜 止 核 の 如 き形 態 を 呈 す る に 至 る
。 更 に 此 等 兩

者 の 區 域 の 限界 が 不 明瞭 とな b且 つ 濃 く染 色 さ る 丶 樣に 變 化 す る
。

こ れ 雌 雄 兩

核 の 物 質 交 換 が 行 は れ た る こ と を 示 す 竜の に し て兩 者 は 明 瞭 な薄膜 に よ b包 設

れ る 。 著 者 は こ れ を 異 常受 精 （Atアpische　BGfruchtung）と い ひ 、 か くの 如 くに

し て 發 生 した 卵 子 を 僞受精 卵 （Pseudozygote）と呼 び 、 その 核 を卵割 核 （Furch −

11ngskern ）と命 名 した 。 而 して 此 卵 割 核 は 一
種 の 卵 割 を 開 始 す る

。 帥 ち そ の

卵 割は 核 の み に 起 う 、 分 裂 像 は 形 成 さ れ ず 單 に 室 胞 が 二 分 し、 各 娘 筌 胞 は 雌 核

物 質 で 取 園 ま れ る の み で あ る
。 か くの 如 き現 象 が 反 複 さ れ卵 子 内 に は 多數の 小囓

核 が 形 成 さ れ （21 個 ）、 而 して 此 等 は 互1に 密集 し逾 に 完 全 に 淌 滅 され る
。 卵 子

は 透 明 な る 卵 膜 で 包 ま れ 、 こ   に 營養 卵 特 有 の 形 態 を 呈 す る や うに な る
。 か 1

る 卵 子 は 數邇 聞 何 等 その 形 状 に變 化 を將 來 す る こ とな く生 存 し途 に幼蟲 の 營養

物 とな る
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （池 田 StZls）

ヤ ツ メ ウ ナ ギ の Buccal　Gla・〕ds の 血 液凝 固防止

　　　　　　　　　作用 に就 い て
，

　 S・H ・GAGE 　and 　M ・GAGE −コ）．tY ，　 The 　anti −c ・ agulating 　action ・f　the　secretiell 。f・t．he・bucca｝

　 glands 　of　t，helampreys （Petromy ：o1t
，
LcunpetrcE　allcl．Ento．Pltenius）・ Scienee

，
　LXVI

，
⊇〈（L　l　708

，
　Sepも．

　 23
，
1927

， p ．2S2−284 ．

　ヤ ッ メ ウ ナ ギ の Bucca191and に就 v ・て は 、 そ の 吸 口 に 開 阿
・て ゐ る位 置 よ b

推 し て 唾 腺 だ と解釋 し た 人 も隨 分 あ つ た が 、 そ の 溝 造 は 普 通 の 唾 腺 に 似 て居 な

vc 　 l の 腺 は 1arval及 び A 皿 皿 ocoetes 　stage に は 杢 然 無 く、 變 態 の 際新 し く出

來 る の で あ る が 、 そ の 後 の 食 物 は 、 膓 の 内容 物 を見 て もわ か る樣 に 、 主 と し て
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